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推薦者　１ 柴田　淳 会員番号 22561 道北　地区支部

推薦理由

推薦者　２ 棟方　康明 会員番号 27457 道北　地区支部

推薦理由

推薦者　３ 佐々木　旭美 会員番号 27963 道北　地区支部

推薦理由

　私が推薦いたしますのは綱渕美穂さんです。現在、北海道社会福祉士会におきましては、会員理
事として企画総務委員会と子ども未来部会を担当されています。ご一緒している子ども未来部会で
は長年中心的な役割を担われており、それぞれ地域や所属、経験も異なる委員がチームになってい
く過程に寄り添い、組織として機能していけるよう尽力されている姿を拝見してきました。記録は
的確で迅速に共有され、ITにも長けておられるなど組織運営の面でもいつも頼りにしています。実
力もさることながら、実直なお人柄により周囲からの信頼も厚く、それに奢ることなく日々自己研
鑽に努められています。女性であり、若いことが役員の中でマイノリティであるとしたら、これか
らの時代に必要な人だと思います。会員理事として適任であると確信いたしております。

旭川市永山地域包括支援センター

北海道社会福祉士会の会員理事として３期務め、３期目では企画総務委員会委員長として諸
規定関係の改定作業や研修会等の企画運営。その他、子ども未来部会担当理事、ぱあとなあ
業務監査委員として、委員の皆様や理事と協働して、活動を行ってきました。また、基礎研
修ではソーシャルワーク理論系科目の講師やファシリテーター、道北地区支部では３団体共
催のワーカーズサロンの世話人として、勉強会の企画運営を行っています。

現在、北海道社会福祉士会の会員理事として３期活動させていただきましたが、ここ数年は
新型コロナウイルス感染症の影響で研修等も集合からオンラインを活用しての企画運営に変
更せざるを得ない状況や、残念ながら中止や代替え案に変更した事業もありました。今後
は、①オンラインと集合のハイブリッドによる研修等の開催検討、②専門職の価値観である
倫理綱領行の改定・社会環境の変化に伴う社会福祉士の役割も多様化している状況におい
て、SNS・かわら版等を活用した様々な情報の発信、③諸規定関係の改定等々、会員の皆様か
らの声も聞きながら活動していければと考えております。
皆様から新任いただければ最後の任期になりますが、引き続きこれまでの経験を活かし、微
力ながら会の発展のために様々な活動に取り組んでいければと考えており、立候補いたしま
した。

　綱渕氏は、地域包括支援センターに勤務しておりますが、職務と本会の理事という立場で、様々な情報を吸
収し、新たな知識として発信を頂いております。地域の中でも、こういった福祉に関する新たな知識と実践、
社会福祉士としてより専門性を高めていこうとする意識の高さは、良い刺激となっています。
　複合的な課題や困難を抱える事例が以前よりも増えている中、専門職のネットワークだけではなく、地域の
様々な資源との連絡調整や関わりで、綱渕氏のようにリーダーシップを図りながら、周囲に目を配れるような
存在はより貴重と思っています。
　本人には、周囲の想いも含めて様々な役割を担って頂くことになりますが、持ち前の責任感と、学ぶ意欲を
発揮して頂き、今後とも是非活躍を期待したく、再びの理事推薦とさせて頂きます。現在も理事を務めている
最中ではありますが、このまま理事を続けて頂き、社会福祉士としての基盤を整えて頂きたいと思っていま
す。

　綱渕さんは、地域福祉分野である地域包括支援センターの職員として高齢者支援にあたってお
り、現在の分野以外にも、障がい福祉・医療職場でのソーシャルワーカー業務としての長年の経
験・実績を生かし、現在活躍されています。地区ブロック内では、ワーカーズサロンの企画・運営
に携わり、また、道社会福祉士会での基礎研修の講師・ファシリテーターを引き受けられ、会員等
の学習機会の確保や自己研鑽等に努められています。
　平成29年度より道理事として主に企画総務委員会・子ども未来部会を担当され、私も子ども未来
部会委員として長年一緒に携わらせて頂く中で、担当委員や研修に参加された方々の意見に耳を傾
け、時には適切な助言等をして頂けるとても尊敬できる社会福祉士です。
　綱渕さんであれば、引き続き、北海道社会福祉士会の理事として、会の発展に力を発揮して頂け
ると思い、会員推薦理事として推薦させて頂きます。


